【ロジスティクス分野（運送業部門）】

【職　種】運送業務

【職　務】輸送包装作業

【概要】

運送業に付帯する作業として、機器への貨物の積合せ（ユニットロード化）や、包装材料・緩衝材を用いて貨物を輸送単位に包装する仕事。なお、事業に伴う環境問題の対応から包装の適正化も行う。

【仕事の内容】

仕事の内容は大きく２つに分けられる。

①積合せ作業（ユニットロード化作業）

貨物の種類や形状、輸送目的等によるユニットロード機器の選択、ユニットロード機器への積付けをする仕事。

②輸送包装作業

貨物の種類や形状・輸送目的等による包装材料・緩衝材の選択、包装作業、流通の用に供するためのラベル等の貼付けを行う仕事。また、事業から排出される包装材の再利用に取り組む。

【求められる知識・経験】

(1)（採用）輸送包装の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数は問われないことが多い。

(2)（知識）容器包装リサイクル法や、取り扱う貨物に関する知識（品質・性質・性状等）、輸送包装機器、包装材料、輸送手段に関する知識は必須となる。さらに、輸配送の効率化に資するために、包装モジュールやユニットロードシステムの概要を把握しておくことが望ましい。

(3)（能力）定められた手順を確実に遂行する能力が求められる。また、上記の知識を踏まえて、適切な機器・材料を選択する能力、異常な状態に対する判断能力が求められる。

【関連する資格・検定等】

・社団法人日本包装技術協会の実施する認定資格

・包装管理士

【労働省職業分類（小分類）との対応】

728　包装作業者

795　荷造作業者

